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で九つセ。この結果から生徒たちは，文字：ゃ文革を書いてろたいヲ白 ち

うになりたいといっ思し＼そもって中学校にへ芋してきていることがわかる。

に開くことり話すことを；邑して英語に慣れ親しんできた ζ とを意味して if) 

してきた生徒たちが当然も切っ学習志欲といえる。そして，生誌たちのこれら

のにわでも 与えられた文買を日分むことに置き換えて英作文を書いたり，

えを：文科け加えたりす£などの表現活動を行っている。
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し し，自分。〉言いたいことを的確に表すことは中学 i年にとって天変悲しい。その原因ドはまと

まりのある英文を書くことに高れていないという ζと，中でも言いたl，）ことをど心ように的Hm，ご英語に

したらよいむかという知識と経験か決定的に不足しているといつことがナきいとうきえられる。

与え hれた話題に対！／て一文で表現したり，同じ動請を／民って英文を続けたりすることができるとも走

は多士見d受けられるが， 」つの話題にそって文の楕渉、を考え，文章を書く生徒は少ない。そのため，目

分の使え忍表現の中わらまとまわのある英語が書げるようになることが，「書くことJの学習における

課題のひとヮで必る。

（之）本単元の呂擦や内 と外宮語活動・ じ考 る 心判断力＠表現力の育成との りにつ

いて
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書いたらヲ話したりすることを通しア，相手に自介の考えや気持ちを伝える力の育成を於sして授業実

E支を行っている。
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介文」を書く活動を設定する。

生徒たちは，ク、、ループや学級全体の学び合いの中で，友だちが実際に使っている例に接し，「こうい

うふうに使えばいいんだ」ということが分かることによって，認識語嚢から使用語葉へと転換すること

が期待できるO 特に生徒自身に関する話題を扱うことによって，好きなスポーツのテーマから部活動や

好きなスポーツ選手などに話題を広げやすく，生徒の実体験に基づいて自己表現ができるという点で，

教科書の例文にはない効果があると思われる。

(3) 11年間で育てる思考力・判断力・表現力の育成に関する学び合う場面の構想について

本単元のねらいである，「グルーフ。や学級全体の学び、合いを通して，自分の使える表現を増やし，話

題や構成を考えながら正しく自己紹介の英文を書くことができる」ためには，これまでに学んで、きたこ

とを活用して書くということが前提となる。一人では思考することが難しい生徒も，グルーフ。で、のかか

わり合いを行い，新たな考え方や価値観に触れることで，学びの深まりが生まれると考える。

そこで本単元では，「聞き手をひきつける自己紹介を考えよう」という課題のもと，自分のことを聞

き手に伝えるためには，どのように文章を組み立てたらよし、かを，グループと学級全体での学び合いを

通して使えるようになった表現を用いて「自己紹介文」を書く活動を設定するO 「聞き手をひきつける」

とは，適切な表現で英文を書き，聞き手に対して自分の考えや気持ちを正確に伝えられることを意味す

ることと定義する。

そして，グループでの話し合いでは，生徒たちが自主的に意見を出し合い，その内容をまとめる力を

つけるために，教師主導にならないように心がける。そして教師は，生徒たちの話し合いの中から，学

級全体での学び合いで取り上げるべきポイントとなる発言を見極める。

学級全体での学び合いでは，生徒がホワイトボードにまとめて発表した内容を理解しやすくするため

に，具体的な表現を引きだすような発問をする。そして，グルーフoの話合いの中で出てきていた，「聞

き手をひきつける自己紹介を書く上でポイントとなる発言」をこの段階で取り上げて，学級全体に学び

の深まりを与える発言を引き出すようにする。

本単元終末では，学び合いによって練られた自分の考えをもとに，自分の書いた自己紹介を推散する

という課題を与え，もう一度生徒個人のレベルで、学んだことから判断をして，活用してみるというとこ

ろまで行う。学び合いを行ったままで終わらせず，学んだことを他の活動にも応用することができるよ

うに，生徒の学びの状況を見極めながら，実際に使う場面を設定していく。

生徒個人からグループ，学級全体へと学び合いを重ねながら新たな情報を得て，自分の考えが練られ

ていく。その度に思考・判断・表現を繰り返すことで，思考力・判断力・表現力の育成ができるのでは

ないかと考える。

2 展開計画

次 主な学習 E寺 具体的な学習・内容（ο印は，学級全体の学び合いの場面）

自己紹介文を書いて ・学習した内容を用いて自己紹介文を書き，友だち同士で発表

みよう する。

2 これは何？ 2 • What is…？の文の形・意味・用法を理解する。

3 。本文の内容を理解し，ベア練習での教え合いを通して会話の

中で｛吏えるようになる。

3 好きな教科は何？ 4 “be動詞＋（not）＋形容詞”の文の形・意味・用法を理解するO

5 。辞書で形容詞を調べ，学級全体で共有することで＼それを用

いて簡単な英作文を書くことができるようになる。

4 朝食は何？ 6 • What do you…？の文と応答の形・意味・用法を理解する。

7 。Whatdo you…？を用いてペアでの会話練習を行い，学級

全体で表現活動ができるようになる。

184 

5 わたしの自己紹介 8 ・教科書のモデル文を参考にして自己紹介文を作成する。
一聞き手をひきつけ

・グループ内で自己紹介文を発表し，聞き手は工夫している点，
る自己紹介を考えよ 改善点を見つける。
つ一一

く〉提示された自己紹介文のうち，相手をひきつける自己紹介文

を書くための工夫を見つけて全体で共有することで，それが

どのようなものなのかイメージをつかむ。

・グループ，学級全体で共有した工夫を参考にして表現の工夫

を判断し，もう一度自分の書いた自己紹介を推散するO

く〉グループ内で出た自己紹介の工夫した点などをクラス全体に

発表することで自分の考えが深まり，使える知識が増え，表
現できる幅が広がる。

3 授業の実際

本単元の導入として，これまでに学習してきた表現を用いて自己紹介文を書かせ，その中からいくつ

かを学級全体に紹介した。そして，これから「状態を表す言葉（形容詞）Jについて学習し，文章をより

詳tく書けるようになろうと伝え，今図書いた自己紹介文をより良いものにしようというはたらきかけ

を行ったo その他，自分の好きな教科ゃ，毎日の朝食について，相手にたずねたり答えたりする表現活
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教科書に掲載されている 2つの自己紹介の文の構成に

ついて学習した後，スポーッ，教科，楽器，その他の中

から話題を選び，自己紹介文を作成する活動を行った。

まずは，今生徒自身が書ける英語の文章はどのようなも

のなのかを知るために，生徒がもっている知識だけを使っ

て自己紹介文を書いた。そのため，この時点では聞き手

がいるということを意識して，工夫をした文章を書こう

ということだけを伝えた。そして，第5次の導入では，

自己紹介文を書いたワークシート（資料 1）を使って活

動のふりかえりを行った。資料1は実際に生徒が書いた

自己紹介文で、ある。まず，自分が書いた自己紹介文の中

で工夫をしたと思うところにアンダーラインを引かせた。

資料 1 この時点ではどのようなものが聞き手をひきつける工夫

であるかは生徒それぞれの考えによるものである。アンダーラインをヲ！くことができるかどうかを生徒

個人で確かめさせることで，自己紹介文を書く時に，聞き手に伝えることを意識することができていた

のかどうかを認識させることができたo 資料1を書いた生徒は本単元で学習したfavoriteゃ，形容調の

表現を使って英文を書くことができ，そこにアンダーラインを引くことができた。線を引いている生徒

に対？ては，「なぜこの文章に伽引こうと思ったの？」とたずね，具体的に理由を言えることがで、き

る？っにミせた。また，線を引くところがなかった生徒に対しても，「どのような文章を書く工夫をし

たりアンダーラインが引けるのか考えてみよう」という声がけをすることで この後「聞き手をひきつ

ける文章とはどのようなものなのか」を考えていく学習へとつないでいくこLができた。

I am Shin Tanaka. I come to school by bike. 

I play soccer. I like music. I don't lik巴 snakes

資料2

My name is Emi Ito. I like chocolate. 

I like tennis. I like Math. I like walking 

資料3

I'm Judy Brown. I like Japanes巴．

Because I like talking with friends in Japanese. 

Japanese is difficult but it’s very interesting. 

I study Japanese very hard. 

資料4
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「聞き手をひきつけるJという表現は漠然としているので句言葉だけではイメージがわきにくい。

こで，まず教師が資料 2, 3, 4の自己紹介文を提示してイメージをつかませてから，「どうしたら間

にうより自分の考えが伝わる文章になるのか？三つの自己紹介を参考にしながら自分の考えをワー

クシートに書いてみよう」という課題を与えヲ生徒個人に考えEさせた。生徒たちは，留さ子をひきつけ

る自己紹介を書くための工夫とはどんなことなのかを考えてワークシート（資料 5）に記述してから，

学級全体に発表した。始めに自己紹介文を 3つ例示したことによって9 それらを参考にして「間き

ひきつりる自己紹介文とはなにか」につし1て書いていることがヲ資料 5から
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さい。

ここでは以下のような生徒と教師のやりとりが行われ

T：聞き手をひきつける文章を書く工夫とはどのようなものだと思うか発表してく

A ：たとえばIlike soccer.の後に理由を言う。一つの話題について書く。

T: ;':3を！エ；げるということかな。

T ：みんなはこの 3人の自己紹介文の中で． どの文章がより相子をひきつけると思います

さい。

を使って

ジュディーさんは理由な生徒C：エミさんは同じlikeを使ってばらばらなことを言っているけど

ども言っているのでラ話の続きが気になる。

T：詳しく言ってぐれると，その後も聞いてみたいなあと
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「聞き手をひきつける文章を書く工夫」というものを理解しやすくするために， 3つの自己紹介文を

比べてどの文章のどの部分が良いかという発聞を行ったところヲ資料 3と資料4を仔ljにあげて良い点を

比較しながら発表することができた。また，教師は発表した生徒に対してうその理由をたずねたり，も

う一度確認したりするようなはたらきかけをしてヲ教師が生徒同士をつなぐ役割ができるよう心がけた。

生徒個人が考えて見つけ二た工夫に加えて，他者の意見を知ることでq 学級全体で考え方を共有し，学

めることができた。前もって具体的なモデjレ文の中から工夫した点を全員で共有したことによっ

に行うグJi／ープ活動で白分自身が書いた白己紹介文の中から良いところや改善点を見つける

びをもとに屯

lまつ ）＇：.話し育てることにもつながっ
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ここでは以下のような教師と生徒のやり取りがあっ

ることができるのに

しかしながら

l-
J」

と t~ る J開会景響力と判闘力

ることはできな l,'•o 

にふさわしいという判断がなさ

さらにそれ叫み立てるためには店知識に基ザゴい四苓刀が必要でれ、

そ的確に理解するためには相手川町のような表現を使っていー

によって分析的に理解しなければならない仔のようなフ。ロセー

的には自動化されるとしても）。したがって司表面目見れてくる 汁

は会目iこ見えない思考力と判断力のはたらさがあると考えることができる。

における戸力咋批1］⑩表現力の関係を｛このように捉えた場合2 学習上の到道：目標で；t

::;;f ~~：t~~0 i；：：与~：~·：j~i
:;I主：；；一1二；：1表現を使いこなせ？よう iこすること（思考力＠判断力Jo現在附属学校で耐；

れるがここでは聞のぷ｝~，~；~：：；；山＇i：；~：ょで主主；j；ι~｝；：；~~！：：
指摘しfこし、

平ヰ昨度から／全戸的に実砲される小学校タ！国語活動の学習指導要領で、は，その内容の一部と L

l外国語の音声やリズムなどに親しむとと机日本語との違いを矢口り 9 言葉の面白さや警か日｝

＼」と｜が挙げられている。これは「ことばへの気づき」とも呼ばれている内容でありーム

ご育成にE接＠間接：に関わるものであるo 特に 日本語の使用に言及されている点 i~ ；；二い
日戸面＠単語の意味：剖l[]iiなど9 日本語と英語の間には多くの違い（と並通点）がある。これら

よ：：；＇.~：~~1；；~~0)~；~~；~ ~.t］~~~~：~~~~~：：：な文明の
いを通して日本語と英語の違いに～ついて児童同士で気づいたこと

シヨ／活動に苦手意識をもっ児童にとっても有効であろう c 学級担在を

の授業を連携させる試みに発展させることも考えられる。今後の課題としては7

L，うまく役割を分担すること

している

して町

と＼／ iうと

の意見も出7こ。これらは生徒たちが良く知っている

までに学習してきたことをどのように使うことができるの

させることができた。しかしこの段階では「00

ころまでは到達したがq ま

につな

いながら

る活動は？コミュニうー

として，外国語活動と

。外国語活動

られよう。

きくな与ものと思われる

と
きるだろう。！刊え

「時制」という枠庁担みの中

びつかなL¥c 

合いの場面ではす

うこととは違い9 生徒たち白

自ら意欲的に取り組もうとする

えさせてもよい

を見いだし

るのである 1

-189 

生徒D：筋の通った文章を書く。

r：これは具体的に言うとどういうこと

によっに3 言語の表現力は詰し干の庄！有能力（話す力む書

し言語活動における思考力と判断力のはたらきや

ある表現を侍用するときには
h ー
に

の

させる良し

、た自

〈と効果的である」

ったとは言えない状態である。

もう一度，自分の書いた白

どのように変化したの

たりし

白

り直

いた自己紹介文が

それ

三主v イグ令
C三 J』 Oること

に取り

をもヮ

えられJるように

具体例を交えな

したり 9 より

っていた生徒が

T 一一ーで

こうとしてし 1る。

用

-ふと

いもりであぷノー L'::f -l:ス
♂守、叩司＇ －口、〆 C

運軽量豊カ時見か？もう少し説明を加えてください。

聞き手が続きを聞いてみたくなるような

けるとより詳しく

？で

されるのであり

また？聞き手が相手の

のかを判断し，その

によっ

びが深まったところで句

自分の白

き足したり，

を再び推散したことによって

そこで，全体で共有してより

すという活動を行った。学

ようにするため，同じワークシートに

し1を行った後に，生徒は自

より良いものになったということ

L、

聞いている地の生徒にも

っナこ後も，

によってラ

三〉などして

あるとし k弓ことで方j

－＇ココー Lコ
7／、りへLられるようにヲふと） ／りつ 7 h ノ／，、ノ

ムJ

F ‘ 」

し＇o

生徒D: 1つのテーマで文章がつながっている

生徒E: Because, Soなどを使って話を続けている。

T：このような言葉は文と文をつなげる役割をもっているから

すね。

~せるような

号！き出すことができ

より注目をさせたり

てての説明号そしてしまうのではなし生徒自身

とによってフホワイトボードには書かれていないような新たな

出てきた新たな表現は句文字の色を変えて教師が書き加えることで，

になるようにしたりした。

そして匂「これはC:10ということですか？」とし1う生徒の考えを

るような問いかけをすることによって，聞いている他の生捷

たちもすんなり納得できた様子をうかがうことができた。このよう

び台いを深めるためにラグループでの話し合いの中で出てくる

ちの何気ない発言に注目して，全体の学び合L：の場面でそ

を取り上げヲ適切な発問をすることを心がけたc

その他D 「ButやBecauseを使うj，「Howabout you？を使う」

＆， るということである。そし

よー

TTt、〈
可也 、ι島 石 、三るような指導計i回を

単元や個




